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17．Hypertrophic　Pulmonary　Osteoarthropathyの骨シ

　　ンチグラフィの検討
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　全身骨シンチグラフィ施行症例について，Hypertro・

phic　Pulmonary　Osteoarthropathy（以下，　HPO）所見の

陽性率とその特徴，ならびに肺病変および呼吸機能との

関係を検討し，以下の結果を得た．　1）全身骨シンチグ

ラフィを施行した397症例のうちHPO所見を呈した例

は計15症例で，肺癌の115症例中10症例が陽性であった．

2）数か月以上の間隔で2回以上の検査を行った7症例

中5症例はHPO所見の増強または減弱を示した．

3）HPOに特徴的な下腿長管骨へのRI集積は全例で見

られたが，半数例で膝関節部へのRI集積を認めた．

4）これら症例は胸部X－Pと呼吸機能検査に異常を示し

たが，これら検査所見とHPO所見出現程度との間に関

連性はなかった．

18．Dynamic　Radi㏄olloid　Liver　Scintigraphyにおける

　　‘‘step　formation”の解析
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　Tc－99m一フチン酸静注時に経時的データ収集を行い得

られる肝のTACをパターン分類し，その中で肝動脈相

と門脈相の間に段差（step）を生じるパターンをstep

fomationと名づけ，同パターンは門脈血流の肝へのわ

ずかな到達遅延により形成されるものではないかという

仮説のもとで，上腸間膜動脈造影（PGE併用）による門

脈の描出時間と，肝TACの1次微分により得られた肝

動脈と門脈のピーク間時間との比較を行った．例数6

と少なかったが，r＝0．8の相関があり，血管造影による

造影剤の門脈到達時間も正常群より平均して1．5秒遅延

していた．また，肝のTACの一次微分曲線から，肝動

脈のpeakと門脈のpeakをr－fittingによりsubtraction

してゆきその面積比から血流比を出す方法を提案した．

19．閉塞性尿路疾患における腎実質機能評価
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　閉塞hIi尿路疾患における腎実質機能変化を評価するた

めに，分腎GFRの他mean　transit　time（MTT）を

deconvolution　analysisで求めた．尿路閉塞57例中，分

腎GFRの低下は27例の47％で認められたのに対し．

MTTの遅延は41例の72％で認められた．また腎閉塞

解除後では，MTTの改善は15例中9例の60％で認め

られたのに対し，GFRの改善は僅か3例の20％でし

か認められなかった．しかし，腎実質機能高度低下例で

は，MITの遅延はほとんど見られず，　MTTによる評

価の信頼性に乏しい結果が得られた．以上，尿路閉塞に

おける腎実質機能の評価には，MTTとGFRの両方に

よる評価が必要と思われた．

20．定量解析による1311一アドステロール副腎シンチグ
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　1311一アドステロール静注10日目に前後2方向の副腎部

カウントを相乗平均することで，腹厚中央の深度で，こ

の平均値を吸収補正し，副腎摂取カウントを求め摂取率

を算出した．正常群（n－22）は0．24±0．11％（mean±

SD）の分布で，　Cushing　syn．のhyperfunction病巣は

1・89土0．91％（n＝5）と高値で，抑制された健側0．062土

0．053％（n＝3）と低値であった．Primary　aldosteronism

（n＝8）の患側0．55土0．17％と高く，健側0．21土0．08％

の正常域であった．Congenital　hyperplasia（21・hydroxy－

1ase欠損）の1例は，両側約1％と高値を示した．摂取

率による定量評価はそれぞれの病態機能を良好に反映し

有効であったが，さらに抑制試験が必要な例もあった．
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